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　９月２０日（金）、新見インターチェンジプラザ

内で、「ドクターヘリとの傷病者搬送訓練およ

び見学会」が行われました。児童たちは、救急医

療について説明を受けました。

　市では、高度で専門的な医療機関への搬送体

制を確立するため、ドクターヘリの夜間運航の

実現に向けて、全力で取り組んでいます。

�公共交通は、みんなで守る財産 p�～�
�小児のインフルエンザ予防接種              p�
�みんなの広場【ひとこと ・ 風の便り…】 p��～��
�まちの話題
【「にいみ子育てカレッジ」 シンポジウム…】p��～��
�はつらつ健康ひろば
【生活習慣予防のすすめ】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー     p��　　
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和�

年
代
半
ば
か
ら
自
動
車
が

��

　
　
　

急
激
に
普
及
し
た
こ
と
が
、
バ

ス
や
鉄
道
と
い
っ
た
公
共
交
通
の
利
用

者
が
減
少
し
た
大
き
な
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
運
転
免
許
保
有
者
数
は
、
人

口
減
少
を
反
映
し
て
、
減
少
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
運
転
免
許

を
保
有
し
て
い
る
人
は
多
く
、
平
成　
��

年　

月
末
時
点
で
、
�
� ,
�
�
�
人
、

��
市
民
の
�
人
に
�
人
が
運
転
免
許
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、　

歳
以
上
の
人
が
占
め
る

��

割
合
を
見
る
と
、
運
転
免
許
保
有
者
全

体
に
占
め
る
割
合
が
年
々
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自

動
車
の
運
転
を
続
け
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

公
共
交
通
は
、 み
ん
な
で
守
る
財
産

市内の運転免許保有者数と６５歳以上の占める割合�

運転免許保有者数�

（資料提供：岡山県警察本部）

高齢者の占める割合�
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３
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H２０� H２１� H２２� H２３� H２４�

昭

私
た
ち
が
普
段
、
何
気
な
く
利
用

し
て
い
る
鉄
道
や
バ
ス
。

長
い
間
、
公
共
交
通
の
中
心
と
し

て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
鉄
道
や
バ

ス
が
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
鉄
道
も
バ
ス
も
利
用

者
が
減
っ
て
お
り
、
大
き
な
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
守
る
た
め
に
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
…
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自
動
車
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
へ
で

も
行
く
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
乗
り
物

で
す
。
市
域
が
広
く
、
山
間
部
が
多
い

本
市
で
は
、
自
家
用
車
が
交
通
手
段
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
仕
方
が
な

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
動
車
が
交
通
手
段
の
中
心
と
な
る
に

し
た
が
っ
て
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公

共
交
通
を
利
用
す
る
人
は
減
少
し
、
公

共
交
通
を
巡
る
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

本
市
の
公
共
交
通
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
路
線
バ
ス
で
す
。

　

市
内
で
は
、
備
北
バ
ス
�
が
運
行
す

る
バ
ス
と
市
が
直
接
運
行
し
て
い
る
市

営
バ
ス
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
岡
山
県
内
の
乗
合

バ
ス
事
業
者
全
体
の
輸
送
人
員
を
表
し

た
も
の
で
す
。
昭
和　

年
に
は
、
�
億

��

�
千
万
人
以
上
の
輸
送
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
以
後
、
急
激
に
減
少
し
、
昭

和　

年
に
は
半
減
、
平
成　

年
に
は
�

��

��

分
の
�
に
ま
で
減
少
し
、
そ
れ
以
後
も

緩
や
か
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
運
行
し
て
い
る
備
北
バ
ス
も
、

同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
お
り
、

年
々
利
用
者
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
バ
ス
の
利
用
者
も
平
成

　

年
度
で
�
万
�
千
人
余
り
と
、
全
体

��的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、
大
佐
、

神
郷
、
哲
西
の
各
地
域
で
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
の
見
直

し
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
�
月
、

備
北
バ
ス
と
市
営
バ
ス
の
全
て
の
運
行

便
に
つ
い
て
、
利
用
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

市
営
バ
ス
の
利
用
状
況
を
ま
と
め
た
も

の
が
下
の
表
で
す
。

　

各
路
線
で
の
運
行
便
ご
と
に
く
わ
し

く
見
る
と
、
全
地
域
で
利
用
率
の
低
い

運
行
便
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

市
営
バ
ス
全
体
で
は
、
調
査
し
た
�

�
�
便
の
内
、
約
半
数
の
�
�
�
便
が

全
く
利
用
者
が
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
「
新

��

見
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

で
は
、
こ
う
し
た
利
用
率
の
低
い
運
行

便
に
つ
い
て
は
、
減
便
や
廃
止
も
含
め

た
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

実
質
、
回
送
便
と
な
っ
て
い
る
運
行
便

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果
を
持
っ

て
全
て
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
市
と
し
て
は
、
今
後
、
こ
う
し

た
路
線
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

（出典：岡山運輸支局「岡山県の運輸産業」）   

岡山県内の乗合バス事業者の輸送人員の推移�（万人）�

S４２� S６０� H１５� H１７� H１９� H２１� H２３�S５０� H１４� H１６� H１８� H２０� H２２�
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１０,０００�
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１０,１３１�

６,４０４�

３,２７７� ２,８４９�

５.０�

０.０�

１０.０�

（千人）�

１５.０�

２０.０�

６７.３� ６９.７� ７７.６� ７７.０� ７２.４�

H２０� H２１� H２２� H２３� H２４�

２５.０�

３０.０�

５０.０�

０.０�

１００.０�

（千人）�

１５０.０�

２００.０�

２５０.０�

市営バス利用者数の推移�

計�
哲多管内�

大佐管内�
哲西管内�

神郷管内�

利用者がなかった便数/調査便数
土曜日月～金曜日

土曜日運休
��／��大 井 野 線

大佐管内 ��／��布 瀬 線
��／��田 治 部 線

�／����／��木 谷 線

神郷管内
�／����／��田 口 線
�／���／��三 室 線
�／���／��坂 根 線
�／���／��宮 河 内 線

哲多管内

土曜日運休

��／��新 砥 線
��／��荻 尾 線
�／��下タ組・東城線

哲西管内
��／��下野部・野原線

こんなにも多い利用者“０”の運行便
（例）��/��は、調査便総数��便のうち、��便は利用者がなかった
　　ことを示す。

※便数は、片道を�便として調査

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�

　

市
内
で
は
伯
備
線
、
姫
新
線
、
芸
備

線
の
Ｊ
Ｒ
�
線
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
鉄
道
が
�
線
運
行
し
て
い
る
例

は
県
内
で
も
少
な
く
、
そ
う
し
た
意
味

で
は
、
本
市
は
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
利
用
者
は
、
年
々

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

伯
備
線
（
新
郷
駅
〜
倉
敷
駅
）
の
各

駅
か
ら
利
用
（
乗
車
）
し
た
人
の
総
数

を
表
し
た
の
が
下
の
グ
ラ
フ
で
す
。
平

成
�
年
に
は
�
�
�
万
人
が
利
用
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成　

年
に
は
�
�
�

��

万
人
と　

％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

��

　

ま
た
、
市
内
の
主
要
駅
で
の
利
用
（
乗

車
）
人
数
も
い
ず
れ
も
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
、
特
に
姫
新
線
、
芸
備
線
で
の

減
少
幅
は
大
き
く
、
い
ず
れ
も
昭
和　
��

年
に
比
べ
�
割
程
度
の
利
用
者
し
か
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　
　

道
は
、
多
く
の
人
を
遠
く
ま
で

　
　
　

運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
環
境
に
も

や
さ
し
い
交
通
機
関
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
少
す
れ
ば
、
減

便
や
路
線
の
廃
止
と
い
っ
た
結
果
を
招

き
か
ね
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、

鉄
道
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず
第
一
に
利
用
者
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

「
鉄
道
の
運
行
時
刻
を
も
っ
と
便
利

に
し
て
欲
し
い
。」「
運
行
本
数
を
増
や

し
て
欲
し
い
。」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
よ

く
お
聞
き
し
ま
す
。
利
用
者
が
増
え
れ

ば
、
そ
う
し
た
ご
意
見
に
も
応
え
ら
れ

る
環
境
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
利
用
促
進
策
と
し
て
、
新

見
駅
前
に
駐
車
場
を
整
備
し
、
自
動
車

か
ら
鉄
道
へ
の
乗
り
換
え
利
用
、
い
わ

ゆ
る
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」
の
環
境
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
新
見
駅
前
に
整
備
し

��

た
駐
車
場
（　

台
分
）
は
利
用
率
が
高
く
、

��

平
成　

年
度
に
は　

台
分
の
駐
車
場
を

��

��

追
加
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
人
に

も
、
駐
輪
場
を
整
備
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

鉄

���������
������������
　新見駅前には、�か所のゲート式駐車場（��台
分）と、短時間の駐車に便利なパーキングロック
式駐車場（�台分）がありますので、お気軽にご
利用ください。
　また、自転車・バイクの駐輪場も併せてご利用
ください。
■問い合わせ先　総務課管財係　��6128

伯備線（新郷駅～倉敷駅間）の輸送人員�

■市内の主要駅　１日あたり乗車人員�

（出典：JR西日本、鉄道年報）�
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S
６２
�

H
３
�

H
７
�

H
１１
�

H
１５
�

H
１９
�

H
２３
�

駅 名 � S６２� H２３� 比 較 �

新 見 �

石 蟹 �

０.６５�

０.８９�

８１８人�

１２６人�

１,２５９人�

１４１人�

駅 名 � S６２� H２３� 比 較 �

刑 部 � ０.３４�６３人�１８７人�

駅 名 � S６２� H２３� 比 較 �

野 馳 � ０.３３�３３人�１００人�
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年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
で

��

は
、
�
億
�
千
万
円
余
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
こ
う
し
た

財
政
負
担
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
公
共
交
通
を
守
る
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
公

共
交
通
は
地
域
の
財
産
と
い
う
意
識
を

市
全
体
で
共
有
し
、
公
共
交
通
に
関
わ

る
事
業
者
、
利
用
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
他

あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
業
者
は
、
運
行
経
費
の
削
減
や
利

　

用
し
や
す
い
交
通
を
提
供
す
る
。

○
利
用
者
は
、
鉄
道
や
バ
ス
を
自
分
た

　

ち
の
財
産
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中

　

で
で
き
る
だ
け
利
用
す
る
。

○
行
政
は
、
事
業
者
と
利
用
者
の
橋
渡

　

し
役
と
し
て
、
公
共
交
通
を
支
え
る

　

た
め
の
施
策
を
進
め
る
。

　

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
が
公
共
交
通

を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係

　

�
�
6
1
2
2

　

鉄
道
も
バ
ス
も
利
用
者
が
減
れ
ば
、

↓
運
行
会
社
は
、
赤
字
を
減
ら
そ
う
と

運
行
便
を
削
減
す
る
↓
結
果
、
不
便
に

な
る
↓
不
便
に
な
る
と
さ
ら
に
利
用
が

減
る
。

　

こ
う
し
た
悪
循
環
が
延
々
と
続
き
、

結
果
と
し
て
、
バ
ス
や
鉄
道
の
撤
退
と

い
っ
た
結
果
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
県
内
で
は
、
昨
年
、
井
笠
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
、
大
き
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
共
交
通
が
な
く
な
っ
て
困
る
の
は
、

高
齢
者
や
学
生
な
ど
、
他
の
交
通
手
段

を
持
た
な
い
人
で
す
。

　

今
は
自
動
車
を
使
っ
て
い
る
人
も
、

い
ず
れ
は
運
転
が
で
き
な
く
な
る
時
が

き
ま
す
。
そ
の
時
、
公
共
交
通
が
な
け

れ
ば
、
移
動
手
段
を
奪
わ
れ
、
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
交
通
が
な
く
な
れ
ば
、

そ
の
地
域
は
、
不
便
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
生
ま
れ
、
地
域
の
衰
退
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
　
　

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

　
　
　

い
よ
う
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

赤
字
路
線
に
補
助
金
を
出
し
て
路
線
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、
民
間
バ
ス
が
な

い
地
域
で
は
、
市
営
バ
ス
を
運
行
さ
せ

る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用
は

　 天  野 　 正 雄   さん
あま の まさ お

　（81歳）

　神郷高瀬

　昨年までは、通院のた

め毎日市営バスを利用

していました。今も、週

に�日程度利用しています。

　この地域には、タクシーも無いのでバス

が無くなると、買い物や通院がとても不便

になります。他の利用者の人も、バスが無

くなると困ると話をしていました。

　バスを守るためにも、たくさんの人に乗

って欲しいと思います。

　 田  邊 　 美 奈   さん
た なべ み な

　（高校生）

　千屋花見

　毎朝の通学で、備北バ

スを利用しています。

　バスの中では、友達と

おしゃべりしたり、勉強

したりととっても有意義に過ごしていま

す。

　バスが無くなれば、親に送り迎えを頼る

しかなくとても困ってしまいます。

　バスが無くならないよう、もっとたくさ

んの人に利用して欲しいと思っています。

公

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係 ������
　　　　　　　　大佐支局 ������ 　神郷支局 ������ 　哲多支局 ������ 　哲西支局 ������  

予防接種実施医療機関

※新見クリニックは、透析患者のみ接種できます。
※高齢者のインフルエンザ予防接種については、上記医療機関以外に、岡山県相互乗り入れ予防接種協力医療機関でも接種することが
　できますので、かかりつけ医にご相談ください。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
突
然
の

高
熱
、
関
節
痛
な
ど
を
伴
う
感
染

症
で
、
初
冬
か
ら
春
先
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
特
に
、
小
児
や
高
齢

者
で
は
、
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
重

症
化
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
、

予
防
接
種
に
よ
り
感
染
を
防
い
だ

り
、
軽
症
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
で
は
、
従
来
か
ら
実
施

し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
、
小
児
に
対

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　��
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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■
助
成
対
象
者
（
接
種
日
現
在
）

新
見
市
に
住
所
を
有
し
、
�
歳

〜
中
学
校
�
年
生
の
人

■
助
成
期
間

　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月

��

��

　

日
�

��
■
助
成
回
数

�
人
に
つ
き
�
回

■
助
成
額

�
回
に
つ
き
� ,
�
�
�
円

■
自
己
負
担
額

　

（
接
種
料
金
）－

（
助
成
額
）

※
接
種
料
金
は
、
各
医
療
機
関
で

　

異
な
り
ま
す
。

■
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳
、

自
己
負
担
金

���
�
�
�
�
�
�
�
�

���
�
�
�
�
�
�
�

���
�
�
�
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�

■
対
象
者
（
接
種
日
現
在
）

新
見
市
に
住
所
を
有
し
、　

歳
��

以
上
の
人

※
た
だ
し
、　

歳
以
上　

歳
未
満

��

��

　

の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

　

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

　

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

　

機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
人
も

　

対
象
に
な
り
ま
す
。

■
接
種
で
き
る
期
間
・
回
数

　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月

��

��

　

日
�
の
間
に
�
回

��
■
自
己
負
担
額　

� ,
�
�
�
円
（
た
だ
し
、
次
の

人
は
除
き
ま
す
。）

 
・ 
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

　

�
�
�
円
（
要
助
成
券
）

・
生
活
保
護
受
給
者

　

無
料
（
要
無
料
券
）

※
接
種
時
に
助
成
券
ま
た
は
無
料

　

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
健
康
づ
く
り
課
、市
役

　

所
総
合
窓
口
、
各
支
局
、
各
市
民

　

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
、印
鑑
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

　

申
請
さ
れ
る
場
合
、
無
料
券
に

　

つ
い
て
は
後
日
郵
送
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

■
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　

健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金

※
接
種
助
成
券
、
無
料
券
の
交
付

　

を
受
け
た
人
は
、
必
ず
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

市
外
の
施
設
に
入
所
ま
た
は
入

　

院
中
の
高
齢
者
で
、
接
種
を
希

　

望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

高齢者小児電話番号医療機関名 

◎◎
（1歳～12歳）

��－����足立診療所

◎◎��－����医療生協阿新診療所

◎◎��－����上江洲医院

◎◎
（小学生・中学生のみ）

��－����太田病院

◎◎��－����作野医院

◎◎��－����新見中央病院

◎◎��－����松尾医院

◎◎��－����井倉診療所

◎◎��－����菅生診療所

◎��－����吉田医院

◎◎��－����湯川診療所

◎◎��－����長谷川紀念病院

◎◎
（中学生のみ）

��－����渡辺病院

高齢者小児電話番号医療機関名 

◎��－����長岡医院

◎��－����千屋診療所

◎◎��－����金田医院

◎◎��－����大佐診療所

◎◎
（1歳～12歳）

��－����神代診療所

◎◎��－����高瀬診療所

◎◎��－����新郷診療所

◎◎
（1歳～12歳）

��－����油野診療所

◎◎��－����
国際貢献大学校
メディカルクリニック

◎◎��－����哲西町診療所

◎◎（����）��－����日南病院

◎◎（����）��－����日野病院

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
医
療
機
関
に
電
話

予
約
を
し
、
接
種
日
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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新
見
市
民
運
動
推
進
協
議
会

で
は
、「
に
い
み
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
E
c
o
運
動
（
旧
名
称：

川
を

き
れ
い
に
す
る
運
動
）」
を
実
施

し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
新
見
市
の
快

適
な
生
活
環
境
を
守
り
、
清
潔
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
た
め
、
地
域
の
美
化
運
動
に

参
加
し
て
、
地
域
へ
の
思
い
を
再

認
識
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　

午
前
�
時
か
ら
�
時
間
程
度

■
内
容

　

地
域
の
道
路
や
公
園
な
ど
の

　

ゴ
ミ
（
可
燃
物
・
金
属
・
ガ
ラ

　

ス
類
）
の
収
集

※
草
、
枝
木
、
土
砂
、
家
庭
ゴ
ミ

　

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
地
区
回
覧
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

�
�
�
�
�
�

�

�
�

���
�
�
�
�
�
�
�

　

「
�
Ｒ
」
と
は
、
ご
み
を
減
ら
し
て

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
た
め
の

「
Ｒ
」で
始
ま
る
次
の
�
つ
の
行
動
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

廃
棄
物
の
発
生
抑
制

　
 （
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　

製
品
・
部
品
の
再
使
用

　
 （
繰
り
返
し
使
う
）

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

再
生
資
源
の
利
用

　
 （
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
）

�
�
�　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


・
必
要
な
も
の
だ
け
を
購
入
す
る
。

・
詰
め
替
え
製
品
を
利
用
す

　

る
。

・
料
理
は
作
り
す
ぎ
な
い
、

　

食
べ
残
さ
な
い
。

　

な
ど
、
ご
み
に
な
る
も
の
は
、
買
わ
な
い
、

　

使
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

　

ッ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
。

・
繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
を

　

利
用
す
る
。

・
で
き
る
だ
け
修
理
し

　

て
長
く
使
う
。

　

な
ど
、
も
の
を
大
切
に
使
い
、
繰
り
返
し
・

　

長
く
使
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


 
・ 
新
聞
紙
、
雑
誌
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
は
、　

　
 
古
紙
の
回
収
日
に
出

　

す
。

 
・ 
あ
き
缶
、ペ

　

ッ
ト
ボ
ト

　

ル
、
あ

き

　

び
ん
な
ど

　

も
、
分
別
方
法
に
従
っ
て
正
し
く
出
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
分
別
し
て
出
せ
ば
お
し

　

ま
い
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
リ

　

サ
イ
ク
ル
製
品
を
利
用
し
て
初
め
て
、
リ

　

サ
イ
ク
ル
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　    　

「
�
Ｒ
」
を
実
践
し
て
ご
み
を
減
ら
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
で
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
は
、
大
切
な
資
源
を
循
環
し
て
利
用
す

る
「
循
環
型
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
「
�
Ｒ
」
に
つ
い
て
考
え
、
現

在
の
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�
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�
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　平成２４年度の財政状況を取
りまとめましたので、その主な
内容をお知らせします。

決算の概要
　平成２４年度の普通会計決算額は、
歳 入２５３億６,９８６万 円、歳 出２３１億
 ７,８４６万円で、 歳入決算額から歳出
決算額を差し引いた形式収支は２１
億９,１４０万円の黒字となっています。
さらに形式収支から翌年度へ繰り
越す財源２億８,４１４万円を差し引い
た実質収支も、１９億７２６万円の黒字
となっています。

平成 ��年度　主な事業
�公立大学本館・体育館整備事業
　（老朽化した公立大学本館・体育館の改築）

　　 ��億�,���万円

�熊谷認定こども園施設整備事業
　（熊谷認定こども園の新築）
　　 �億�,���万円

�ごみ焼却施設整備事業
　（ごみ焼却施設の大規模改修）
　　 �億�,���万円

�道路新設改良事業
　（市道３４路線、県道６路線）
　　 �億�,���万円

�子育て支援医療給付事業
　（子育て支援医療費の給付）
　　 �億���万円

�������������
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��
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※普通会計…公営事業会計以外の会計
　を総合して一つの会計としてまとめ
　たもの。新見市では、一般会計・診療
　所特別会計をいう。

財産収入�
１億３,９２６万円（０.５%）�
自動車取得税交付金�
７,７５１万円（０.３%）�
分担金および負担金�
６,２６１万円（０.３%）�
地方特例交付金�
９８６万円（０.０%）�
利子割交付金�
９１２万円（０.０%）�
交通安全対策特別交付金�
９００万円（０.０%）�
配当割交付金�
７３９万円（０.０%）�
寄附金�
３４５万円（０.０%）�
株式等譲渡所得割交付金�
１６３万円（０.０%）�

地方交付税�
１３６億４,０６６万円�
（５３.８%）�

公債費�
５３億５,１６６万円�
(２３.１%)

民生費�
４６億９,７４５万円�
(２０.３%)

教育費�
３３億８,２０５万円�
(１４.６%)

総務費�
２６億３,１５８万円�
(１１.３%)

土木費�
２２億１,４２６万円�
(９.５%)

市税�
３４億６９７万円�
（１３.４%）�

衛生費�
２１億２,３１０万円�
(９.２%)

市債�
３２億６,７７０万円�
（１２.９%）�

国庫支出金�
１３億９,２１３万円�
（５.５%）�

県支出金�
１０億７,１１４万円�
（４.２%）�

繰越金�
８億４,８７７万円  （３.４%）�

農林水産業費�
９億７,１９１万円(４.２%)

消防費�
８億２,５９４万円(３.６%)

議会費 ２億１,０７６万円(０.９%)

労働費 ５,６１６万円(０.２%)

災害復旧費 ４億５,４９８万円(２.０%) 商工費 ２億５,８６１万円(１.１%)

使用料および手数料�
３億４,１１６万円（１.４%）�

地方消費税交付金�
２億９,５７１万円（１.２%）�

地方譲与税�
２億９,５１６万円（１.２%）�

諸収入�
２億６,６０６万円（１.０%）�

繰入金　２億２,４５７万円（０.９%）�

歳入�

歳出�

歳入総額 　���億�,���万円

歳出総額　���億�,���万円

平成 ��年度 普通会計の財政状況
平成 ��年度
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生き生き健康アップ支援事業基金 ８,０４９万円�
温泉施設整備基金 ７,７６１万円�
千屋牛ブランド化推進基金 ６,０７６万円�
肉用牛特別導入事業基金 ５,５３７万円�
スポーツ・文化振興基金 ５,０５９万円�
千屋ダム周辺地域振興基金 ４,５９１万円�
国際交流基金 ３,０４２万円�
奨学基金 １,９１３万円�
高額療養費貸付基金 １,５００万円�
公園墓地整備事業基金 １,２５９万円�
ふるさとにいみ応援基金 ８３８万円�
減債基金 ４３６万円�
公設国際貢献大学校国際貢献基金 ３０１万円�

財政調整基金�
４２億６,７４６万円�

地域づくり振興基金�
２８億１,９２１万円�

かしのき基金 ３億２,２８１万円�
土地開発基金 ２億５,０００万円�

新見美術館美術品購入準備基金 １億４,４４２万円�

新見美術館運営基金 １億９,５８２万円�
観光施設整備基金 ２億１,４３２万円�

診療所施設整備基金 １億７０５万円�

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度下半期） 地方債の現在高

特別会計決算の状況 世帯・個人当たりの状況 （普通会計）

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸
給　水　人　口 ………………………………… ������人
配　　水　　量 ……………………………… ��������
有　収　水　量 ……………………………… ��������
有　　収　　率 …………………………………… ����％
�日平均配水量 …………………………………… ������

主な建設改良事業
　下水道関連水道管移設事業  ………………… ���万円

費用の部収益の部

�億�����万円営業費用
（減価償却費・人件費など）

�億�����万円営業収益
（水道料金など）

�����万円営業外費用
（支払利息など）

�����万円営業外収益
（補助金など）

�万円特別損失�万円特別利益

�億�����万円計�億�����万円計

当期（下半期）純損失　７３４万円

差引額歳出総額歳入総額

�億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円国民健康保険
（事業勘定）

�,���万円�億�,���万円�億�,���万円国民健康保険
（直営診療勘定）

�億�,���万円��億�,���万円��億�,���万円介 護 保 険
（保険事業勘定）

���万円�,���万円�,���万円介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

��万円�億�,���万円�億�,���万円後期高齢者医療

�,���万円�億�,���万円�億�,���万円簡易水道事業

�,���万円��億�,���万円��億�,���万円下水道事業

�,���万円�,���万円�,���万円観 光 事 業

�,���万円�万円�,���万円豊永財産区

��万円��万円��万円萬歳財産区

���万円�億�,���万円�億�,���万円農業共済事業

�億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円計

市税の�
負担額�

決算額�

地方債の�
負担状況�

基金の�
現在高�

平成��年�月末現在

世帯数…12,992世帯　人口…32,866人
（世帯数・人口ともに外国人を含む）

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
�,���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分　�,���,���円
合計　　　　　�,���,���円

交付税補填分　���,���円
合計　　　　 �,���,���円

普通会計�
３７６億４,０６７万円�
(６３.１%)

下水道事業特別会計�
１６６億２１８万円�
(２７.９%)

簡易水道事業特別会計�
４８億８,３１５万円(８.２%)

その他（介護サービス施設）�
４億６,９１４万円(０.８%)

国民健康保険特別会計�
（直営診療勘定）�
１,１３１万円(０.０%)

総額  ���億���万円

総額 ��億�,���万円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

基金の現在高 （普通会計）
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�
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�
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�
�

　

�
月　

日
�
、
本
郷
幼
稚
園
・
保

��

育
所
遊
戯
室
に
お
い
て
、
本
郷
幼
稚

園
・
保
育
所
愛
児
会
の
み
な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を

行
っ
た
あ
と
、
保
育
所
の
�
・
�
歳

児
の
入
所
定
員
を
増
や
す
こ
と
や

幼
稚
園
の
�
歳
児
か
ら
の
受
け
入

れ
、
送
迎
用
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
な
ど
の
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
長
は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

移
転
新
築
す
れ
ば
駐
車
場
の
確
保

を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
要
望
に
応
え

ら
れ
る
の
で
地
域
で
ま
と
ま
っ
て

ほ
し
い
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�

　

�
月
�
日
�
、
お
お
さ
総
合
セ
ン

タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、
大
佐
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
佐
地
区
に
な
い
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
や
大
佐
認
定
こ
ど

も
園
で
の
�
歳
児
の
受
け
入
れ
、
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
な

ど
の
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

市
長
は
、
教
育
や
子
育
て
を
重
要

課
題
と
し
て
お
り
、
要
望
が
あ
れ
ば

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る

こ
と
や
�
歳
児
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
も
ニ
ー
ズ
次
第
で
検
討
す
る

こ
と
、
保
育

サ
ポ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は

サ
ポ
ー
タ
ー

を
増
や
す
た

め
養
成
講
座

を
開
催
す
る

こ
と
な
ど
に

つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
の
主
要
な
観
光
地
の
ひ
と
つ
で
あ

る
満
奇
洞
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
観
光
サ
イ

ト
で
岡
山
県
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
�
位
を
記
録

す
る
な
ど
県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
平
成　

年
��

度
の
入
洞
者
数
は
�
� ,
�
�
�
人
と
平
成　
��

年
度
の
入
洞
者
数
�
� ,
�
�
�
人
に
比
べ
て

�
� ,
�
�
�
人
（
前
年
比　

％
増
）
の
大
幅

��

な
増
加
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
�
月
末
時

点
で
す
で
に
昨
年
度
の
入
洞
者
数
を
� ,
�
�

�
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
最
近
の
猛
暑
に
よ

る
影
響
か
ら
避
暑
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
な
ど

を
通
じ
て
満
奇
洞
の
良
さ
が
県
外
ま
で
広
が

っ
て
い
る
た
め
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
満
奇
洞

の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多

彩
な
光
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
可
能
と
な
り
、
よ

り
一
層
幻
想
的
な
空
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

特
長
で
あ
る
消
費
電
力
が
低
減
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、

�
月
定
例
市
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

満
奇
洞
に
は
、
昭
和　

年
代
の
ピ
ー
ク
時
に

��

は
年
間
�
万
人
弱
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
代
に
少
し
で
も
近
づ
く
よ
う
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
満
奇
洞
の
魅
力
を
伝
え
、

現
在
の
満
奇
洞
ブ
ー
ム
が
一
過
性
の
も
の
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
新
聞
・
雑
誌
等
へ
の
広

告
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
県
内
外
で
の

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
施
設
の

整
備
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
満
奇
洞
へ
の

入
洞
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
来
新
さ
れ
た

方
が
千
屋
牛
や
キ
ャ
ビ
ア
な
ど
の
新
見
市
が

誇
る
Ａ
級
グ
ル
メ
や
地
元
の
特
産
品
を
ご
堪

能
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
内
の
観
光
地
を
訪

問
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
井
倉
洞
の
洞
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
も
、
満
奇
洞
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
状
況

を
み
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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　市の公金の収納および支払いの事務を取り扱う

ために、指定金融機関を定めています。　

　指定金融機関は、中国銀行と備北信用金庫が�

年交替で行っており、��月�日からは中国銀行が

担当します。

　指定金融機関の市役所派出所では、市の公金以

外にも、岡山県の自動車税などは取り扱いますが、

他県や国の公金などは取り扱っていません。

　また、両替などの一般銀行窓口業務は行ってお

りませんので、ご注意ください。

※取扱時間は９時～１６時です。

��
�
�
�
�
�
�

日
時
・
場
所

　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

��

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員　
 
赤  
木  
聰  
人 

あ
か 

ぎ 

あ
き 

と

��
�
�
�
�
�
�

日
時
・
場
所

・　

月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

��

　

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

・　

月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

��

　

大
佐
公
民
館
大
井
野
分
館

行
政
相
談
委
員　
 
山  
本  
武  
男 

や
ま 
も
と 
た
け 

お

��
�
�
�
�
�
�

日
時
・
場
所

　
　

月　

日
�
�
時
〜　

時

��

��

��

　

新
郷
市
民
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員　
 
大  
本  
正  
治 

お
お 
も
と 
ま
さ 
は
る

��
�
�
�
�
�
�

日
時
・
場
所

　
　

月
�
日
�
�
時
〜　

時

��

��

　

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員　
 
西  
村  
俊  

に
し 
む
ら 
と
し

��
�
�
�
�
�
�

日
時
・
場
所

　
　

月
�
日
�
�
時
〜　

時

��

��

　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

行
政
相
談
委
員　
 
羽  
場  
洋  
一 

は 

ば 

よ
う 
い
ち

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

�
�
�
�
�
�

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
��

�
�

��

��

��

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
全
国
一
斉
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が
、
次
の
日
程
で
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
な
ど
の
仕
事
や
そ
の
手
続
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と

や
苦
情
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先　出納室　��６１４２

　人権擁護委員は、人権に関わる悩みごと相談や、

法務局と協力しての人権侵害の被害者救済、人権

について関心を持ってもらえるような啓発活動な

どを行っており、現在、市内では��名の委員が、

法務大臣から委嘱を受けて活動しています。

　��月�日付けで、 三  村  幸  子 さん（上市）、 三  輪  秋 
み むら さち こ み わ あき

 子 さん（神郷下神代）、 佐  田  美  惠 さん（哲多町矢戸）、
こ さ だ よし え

 土  屋  宣 さん（哲多町田淵）が引き続き委員に委嘱
つち や あきら

（再任）され、 小  坂  正 さん（唐松）、 大  本  正  治 さん
こ さか ただし おお もと まさ はる

（神郷油野）が新たに委員に委嘱されました。

　委員への相談は無料で、秘密は固く守られます。

市では、相談所も設けていますので、お気軽にご

相談ください。

■問い合わせ先　総務課総務係　��６２０４

��������������

し
げ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
や
社

会
環
境
に
対
応
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の

人
か
ら
意
見
・
提

案
・
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
お
聴
き
す
る
「
市

政
懇
談
会
〜
市
長

と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

〜
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
都
合
の
つ
く
会
場
へ
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

  
企
画
政
策
課
広
報
係　

�
�
�
�
�
�

  
大
佐
支
局　

�
�
�
�
�
�

  
神
郷
支
局　

�
�
�
�
�
�

  
哲
多
支
局　

�
�
�
�
�
�

  
哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
�

開 
催 
日

　

月　

日
�

��

��

　

月　

日
�

��

��

　

月
�
日
�

��
　

月
�
日
�

��
　

月　

日
�

��

��

開　

会

午
後
�
時

午
後
�
時

午
後
�
時

午
後
�
時

午
後
�
時

会　
　
　

場

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

神
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

注
）
都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が

　
  
あ
り
ま
す
。
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①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
・
採
用
状
況
、第　

回
新
見
ふ
る
さ
と

��

ま
つ
り
の
開
催
結
果
、広
域
農
道（
哲
多
地
区
）の
供

用
開
始
、第
�
回
新
見
市
畜
産
共
進
会
の
開
催
時
期
、

降
雨
災
害
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、執
行
部
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

草
刈
り
な
ど
道
路
の
維
持
管
理
方
法
、道
路
愛
護

会
へ
の
対
応
お
よ
び
活
動
、大
雨
に
よ
る
事
故
な
ど

の
把
握
状
況
、大
雨
時
の
ダ
ム
の
放
流
状
況
の
連
絡

体
制
、管
内
施
設
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
状
況
と
利
用
範

囲
な
ど
に
つ
い
て
、執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査

し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

教
育
行
政
の
基
本
方
針
を
と
り
ま
と
め
た「
平
成

　

年
度
新
見
市
の
教
育
」な
ど
に
つ
い
て
、執
行
部

��か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
進
捗
状
況
、平
成　

年
��

度
に
お
け
る
不
登
校
の
状
況
と
そ
の
対
応
、市
内
の

い
じ
め
の
状
況
、公
共
交
通
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
、生
涯
学
習
施
設
や
学
校
教
育
施
設
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況
、高
尾
地
内
に
新
し
く

建
設
し
て
い
る
渡
辺
病
院
付
近
に
お
け
る
交
通
事

情
な
ど
に
つ
い
て
、執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

�
月
に
開
催
し
た

常
任
委
員
会
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

�班・会場�班・会場�班・会場�班・会場班・会場 

　開催日 ��：��～��：����：��～��：����：��～��：����：��～��：��

千屋市民センター山村開発センター大佐公民館田治部分館神郷公民館坂根分館��月�日�

高尾ふれあいセンター哲西公民館野馳分館石蟹ふれあいセンター土橋交流センター��月�日�

神郷公民館新郷分館哲多新砥公民館上市市民センターおおさ総合センター��月�日�

きらめき広場・哲西熊谷市民センター哲多総合センター井倉市民センター��月�日�

○ 杉 本 美 智 子
　 宮 本　  英 基
　 津 島 　 大 孝
　 榎　  日 出 男

○ 小 河　 俊 文
　 藤 澤　 正 則
　 林　 　 光 和
　 面 田　 照 雄

○ 石 田　 　 實
　 岩 田　 秀 之
　 坂 東　 義 生
　 塩 飽　 満 路

○ 難 波　 孝 一
　 山 本　 昌 次
　 橋 本　 亨 子
　 羽 場　 純 三

班 員 名 
○は班長

�平成��年度決算の報告
�新見市のまちづくりとあなたの地区の地域づくり

当 日 の 
主な内容

 
� 
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
（
�
月　

日
開
催
）

��

 
� 
総
務
産
建
常
任
委
員
会
（
�
月　

日
開
催
）

��

■問い合わせ先　議会事務局　��６１５１

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年�月
常任委員会

���������������	�
����
～新見市のまちづくりとあなたの地区の地域づくり～

●目的・内容

　市議会では、平成��年度決算について報告するとともに、これからの新見市のまちづくり

とあなたの地区の地域づくりについて、市民のみなさんのご意見やご提言を直接お伺いし、

議会審議への活用や議会運営の改善を図るため、次の日程で議会報告・意見交換会を開催し

ます。

　どの会場でも自由に参加していただくことができますので、多くの市民のみなさんの参加

をお待ちしています。

●日程・会場
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■延べ床面積����以下の住宅の場合

・耐震診断費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

・補強計画作成費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

■延べ床面積����～����の住宅の場合

・耐震診断費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

・補強計画作成費用

　��,���円のうち��,���円を補助します。

本年度の募集枠は、残り５件です。

（�月��日現在）

※耐震診断・補強計画作成は、社団法人岡山県建

　築士事務所協会に委託し、岡山県知事の登録を

　受けた木造住宅耐震診断員が行います。

��������	
�������

・木造住宅の耐震改修（建て替えも含む）にかか

　る費用のうち、���,���円を上限に補助します。

　ただし、 補助金は耐震化工事に要する費用の�/�

　以内とします。

【例�】工事費�,���,���円の場合 補助額���,���円

【例�】工事費���,���円の場合 補助額���,���円

本年度の募集枠は、残り４件です。

（�月��日現在）

※事前に住宅の耐震診断を受け、補強計画を作成

　する必要があります。

※耐震改修工事を行った場合には、さらに税の優

　遇を受けられる場合があります。

■問い合わせ先

　都市整備課建築係　������

　

毎
年
�
月
�
日
現
在
で
土
地
・
家

屋
（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・

農
業
用
倉
庫
・
車
庫
な
ど
）
を
所
有

し
て
い
る
個
人
・
法
人
に
は
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
る
状
況
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
に
は
、
申
告
書
な
ど
の
届

け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
と

　

き
・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

・
土
地
の
用
途
（
利
用
状
況
）
を
変

　

更
し
た
と
き

（
例
）
畑
を
駐
車
場
に
変
更
し
た
な
ど

　

こ
れ
ら
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

一
度
に
多
く
の
固
定
資
産
税
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
納
め
す
ぎ
た

税
金
の
還
付
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
��
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��������	
��

　

耐
震
補
強
、
お
よ
び
屋
根
・
ト
イ
レ

な
ど
の
改
修
工
事
の
実
施
に
伴
い
、
次

の
期
間
、
新
見
市
民
体
育
館
の
利
用
を

休
止
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ま
ん
さ
く
運
動
公
園
（
新
見

市
民
運
動
公
園
）
内
の
そ
の
他
の
施
設

は
、
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
が
、

工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
な
い
期
間

　
　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月　

��

��

��

　

日
�

■
利
用
で
き
な
い
施
設

　

新
見
市
民
体
育
館
全
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
民
体
育
館

　

�
�
�
�
�
�

　市では、昭和��年�月末以前に建てられた�階建てまでの住宅の耐震診断、補強計画作成、耐震改修工

事費に対し、補助金を支給しています。住宅の改修などを計画される場合にご活用ください。

　なお、申請前に着手された場合は、補助金が受けられませんので、必ず事前にご相談ください。
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〜
お
医
者
さ
ん
と
話
そ
う 
� 
〜

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
？

　

地
域
住
民
と
医
療
従
事
者
が
、
仕
事
内
容
や
地
域
医
療
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
、
座
談
会
形
式
で
意
見
交
換
す
る
企
画
で
す
。

　

今
回
の
対
象
は
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

■
テ
ー
マ

・
新
見
市
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

・
自
分
達
に
で
き
る
こ
と

■
出
席
者

●
各
地
区
単
位
婦
人
会
長
の
み
な
さ
ん

★
医
療
従
事
者

　

太
田
医
師
（
太
田
病
院
）

　

吉
田
医
師
（
吉
田
医
院
）

　

宮
長
看
護
師
（
新
見
中
央
病
院
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

●
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

　

時
間
診
療
し
て
く
れ
る
産
婦
人

��科
や
小
児
科
が
な
く
、
若
い
人
た

ち
が
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

★
医
療
従
事
者

（
吉
田
）
夜
間
診
療
に
つ
い
て
は
、 

来
年
の
�
月
か
ら
渡
辺
病
院
が
新

し
く
な
り
、 救
急
告
示
病
院 （
※
�

） 

に
な
る
予

定
で
す
。

医
療
機
関

が
疲
弊
し

て
し
ま
わ

な
い
よ
う

利
用
す
る

側
も
意
識

を
高
め
て
、
上
手
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

救
急
搬
送
さ
れ
る
と
き
に
、
か
か

り
つ
け
の
病
院
以
外
に
搬
送
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

★
医
療
従
事
者

（
太
田
） か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
搬

送
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
状

況
に
よ
り
臨
機
応
変
な
対
応
に
な

り
ま
す
。

●
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

緩
和
ケ
ア （
※
�

）
や
在
宅
医
療
な

ど
に
つ
い
て
も
充
実
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

★
医
療
従
事
者

（
宮
長
）
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、 

新
見
で
も
県
南
と
同
じ
よ
う
に
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
在
宅
医
療
に

つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が

課
題
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

●
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

・
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
、
普

　

段
か
ら
自
分
の
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

　

ス
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。

・
症
状
に
応
じ

　

た
病
院
の
か

　

か
り
方
な
ど
、

　

適
切
な
受
診

　

に
つ
い
て
勉

　

強
す
る
必
要

　

が
あ
る
と
思

　

い
ま
す
。

・
お
医
者
さ
ん

　

な
ど
に
も
協

　

力
し
て
も
ら
い
、
今
回
の
よ
う
な

　

機
会
を
設
け
て
、
地
域
の
人
と
お

　

医
者
さ
ん
が
近
い
関
係
を
つ
く
る

　

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

※
１

救
急
告
示
病
院：

救
急
医
療
の
う
ち
、 

　
    
入
院 
や
手
術
が
必
要
な
重
症
患
者
に
対

　
   
応
す
る 
救
急
（
２
次
救
急
）
を
主
に
担 

　
   
う
病
院
。
市 
内
で
は
現
在
、
新
見
中
央

　
   
病
院
が
認
定
さ
れ
て 
い
る
。

※
２

緩
和
ケ
ア：

病
気
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な 

　
   
苦
痛
を
和
ら
げ
、 
そ
の
人
ら
し
い
生 
活

　
  　
 
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
医
療 
、　

　
   
介
護
、
看
護
の
意
味
で
使
わ 
れ
て
い
る
。

　
   
近
年 
で
は
治
療
の
初
期
段  
階
か
ら 
の 
実

　
   
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
地
域
医
療
係

　

�
�
�
�
�
�
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保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
保
護
者
が
残
業
や

休
日
出
勤
、
急
用
、
病
気
な
ど
の
時
に
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。（
例
え
ば
、
保

育
所
な
ど
へ
の
送
迎
や
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

の
自
宅
で
預
か
っ
て
保
育
を
す
る
な
ど
）
現

在
、 約　

人
が
登
録
し
、 活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

��

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
養

成
講
座
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
年

度
の
養
成
講
座
は
次
の
と
お
り
で
す
。
熱
意

が
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
主
な
内
容

�　

月　

日
�　

�
時
〜　

時　

分

��

��

��

��

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え

　

（
講
師：

新
見
公
立
短
期
大
学

　
　
　
　
  
助
教  
三  
好  
年  
江 
）

み 

よ
し 
と
し 

え

・
子
ど
も
の
安
全
と
応
急
処
置

　

（
講
師：

新
見
市
消
防
本
部
消
防
士
）

ほ
か        

�　

月　

日
�　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

��

・
心
の
発
達
と
そ
の
問
題

　

（
講
師：

ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み

　
　
　
　
 

臨
床
相
談
員  
河  
野  
露  
馨 
）

こ
う 

の 

つ
ゆ 

か

・
子
ど
も
の
身
体
の
発
育
と
病
気

　

（
講
師：

新
見
中
央
病
院

　
 　
　
　
 
医
師  
藤  
本  
喜  
史 
）

ふ
じ 
も
と 
よ
し 
ふ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
ほ
か

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
階
大
会
議
室

■
対
象
者

　

子
ど
も
を
預
か
り
、
育
児
の
援
助
活
動
を

　

希
望
す
る
市
内
在
住
の
人
で
、
全
日
程
受

　

講
後
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
が

　

可
能
な
人

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　
　

人
程
度

��

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

　

生
年
月
日
、 電
話
番
号
を
記
入
し
、 Ｆ
Ａ
Ｘ

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
そ
の
他

　

昼
食
は
、
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
新
見
市
の
委
託
を
受
け
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
も
の
で

　

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課

　

�
�
�
�
�
�　

　

�
�
�
�
�
�

　

メ
ー
ル　

sy
a
k
y
o
-h
o
n
sh
o
-1
@
e
x
.city
.

n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

■場所　学術交流センター�Ｆ交流ホール

　　　 （新見公立大学内）

■対象　学びたい人はどなたでも

■受講料　�,���円（�回通し分）

※選択受講の場合は、1講座���円

■託児　無料

※受講講座の�週間前までに、ご連絡ください。

■申込期限　随時受け付けます

■申し込み・問い合わせ先

　新見公立大学学務課　������

講　　師テーマ日　程

新見公立大学看護学部看護学科

　教授　 原  田  信  之 
はら だ のぶ ゆき

「説話に学ぶよりよく生きるコツ」
 『今昔物語集』の説話を読み味わいながら、今をよりよ
く生きるコツについて考えます。

��月��日�
��：��～��：��

第�回

新見公立短期大学地域福祉学科

　教授　 岡 　 京  子 
おか きょう こ

「地域で支える介護福祉」
変遷を重ねてきた介護福祉制度について、新見地域の
状況を概観します。

��月��日�
��：��～��：��

第�回

新見公立大学看護学部看護学科

　教授　 福  岡  悦  子 
ふく おか えつ こ

「今をよりよく生きる」
元気に暮らすための具体的な方法などについて考えます。

��月�日�
��：��～��：��

第�回

吉備国際大学保健医療福祉学部

理学療法学科

　准教授　 佐  藤  三  矢 
さ とう みつ や

「いつまでも輝いて生きるために」
～美しい姿勢＆しなやかな身体づくり～

いつまでも輝いて生きるための「心がけ」や「気持ち」
のあり方について学んだあと、日常生活でできるエク
ササイズをします。

��月�日�
��：��～��：��

第�回

��������	��
���
���������	�
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市
で
は
、
新
見

市
健
康
増
進
計
画 

に
基
づ
い
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
は
「
糖
尿
病
」
に
つ
い
て

学
ぶ
、「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分（
予
定
）

��

��

��

��

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
小
ホ
ー
ル

■
内
容

・
�
�
�
�
表
彰

・
講
演
「
糖
尿
病
予
防
と
運
動
」

　

げ
ん
き
広
場
に
い
み　
   

　

運
動
指
導
士  
桑  
原  
圭  
央 

く
わ 
ば
ら 
よ
し 
ひ
ろ

・
簡
単
な
運
動
指
導

■
申
込
方
法

　
　

月
�
日
�
ま
で
に
、
お
電
話

��

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

■日時

・�次審査　��月��日�

・�次審査および表彰式　��月��日�

■場所

　岡山県森林組合連合会新見支所

　（新見市下熊谷����番地）

■申込締切　��月�日�

※出品の規定や参加方法は、お問い合わせく

　ださい。

■問い合わせ先

　新見市森林組合　������

　農林課林業振興係　������

　千屋牛やキャビアなど、新見市が誇

る高級（Ａ級）食材を使った「新見Ａ

級グルメフェア����」を開催します。

みなさんお誘い合わせのうえ、ご来

場ください。

■日時　

　��月��日�　��時～��時

■場所　

　憩いとふれあいの公園（正田）

■問い合わせ先

　商工観光課商工観光係　������

��������	
��

��������	
�������

��������	
��

��������	
�������

��������

���������
���������

　

楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
健
康
な
歯
を

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、「　

歳
に
な
っ
て
も　

本

��

��

以
上
、
自
分
の
歯
を
保
と
う
」

と
い
う
「
�
�
�
�
運
動
」
が
、

平
成
元
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

�
�
�
�
達
成
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
新
見
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

　

人
。

②
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に

��

��

　

満　

歳
以
上
に
な
る
人
。

��

③
自
分
の
歯
が　

本
以
上
あ
る

��

　

人
。

※
自
分
の
歯
と
は
、
か
め
る
状

　

態
の
歯
を
指
し
ま
す
。
む
し

　

歯
な
ど
で
歯
が
な
く
な
り
、

　

根
っ
こ
の
み
に
な
っ
て
い
る

　

歯
は
除
き
ま
す
。

④
次
の
達
成
基
準
に
該
当
す
る

　

人
。

■
達
成
基
準

・
歯
の
数
に
、
親
知
ら
ず
も
含

　

め
て
数
え
て
く
だ
さ
い
。

※
人
の
歯
は
親
知
ら
ず
を
含
め

　

る
と
、
全
部
で　

本
に
な
り

��

　

ま
す
。

・
歯
の
数
に
治
療
歯
は
含
み
ま

　

す
が
、
ブ
リ
ッ
ジ
や
入
れ
歯

　

で
な
く
な
っ
た
部
位
を
補
っ

　

て
い
る
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
歯
の
本
数
は
、
本
人
が
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

月
�
日
�
〜　

月
�
日
�

��

��

■
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
歯
の
残
存
本
数

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

上
位
の
人
は
、　

月　

日
�

��

��

に
開
催
さ
れ
る
健
康
づ
く
り
推

進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。
該
当

者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
��

�
�
�
�

������

�
�
�

は
ち
ま
る
に
い
ま
る
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■日時
　��月��日�～��日�
　時間はいずれも�����～�����
■場所
　まなび広場にいみ２階パソコン教室
■内容
　ワープロソフト「ワード」を利用して、年賀状
の文面を作成
■対象
　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■参加費　������円（資料代などは別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座１０月・年賀状を作ろう）、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
して、ハガキ、電話、またはＦＡＸでお申し込み
ください。また、まなび広場にいみ受付にも申
込用紙を用意していますので、ご利用ください。

■申込締切　�������
■申し込み・問い合わせ先
　〒��������　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������ ������

�����
��������	


�����������
��������	
���������※��月��日から放送予定　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��・��：��

��������	
�������※��月��日から放送予定　《毎日》 �：��・��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
�������	����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
����　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
���������������	��　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
����������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��・��：��

��������	
	�������
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
������ドッヂビー編　《毎日》 �：��・��：��　ふらばーるバレー編　《毎日》 ��：��・��：��

��������	�
������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

���������	
�����������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
�����　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係　������

������

　新見市の文化財がある場所へ赴き、文化財専

門職員が史跡などの解説や説明を行います。

　お気軽にご参加ください。

■日時　��月��日�　�����������

■場所　新見市南部地域（ 三  尾  寺 ほか）
み お じ

※集合場所　まなび広場にいみ玄関ホール

　　　　　　（バスで現地へ移動します）

����������������
��������		��������

■定員

　��名程度（多数の場合は抽選になる場合があります）

■受講料　���円

■申込方法
講座名（市民学習講座��月・文化財探訪）、郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
して、ハガキ、電話、またはＦＡＸでお申し
込みください。また、まなび広場にいみ受付、
市役所総合案内、各支局、各市民センター・
ふれあいセンターに申込用紙を用意していま
すので、ご利用ください。

■申込締切　��月��日�

■申し込み・問い合わせ先
　〒��������　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������ ������

��������

��������	
�����������
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　大佐ふるさとまつりは、市民参加型の企画や展

示コーナー、文化協会による芸能発表会など、多

彩な企画によるまつりです。

■日時　��月�日�　����������
■場所　おおさ総合センター周辺

■内容

・特産品の販売

・文化協会による芸能発表

・展示会、健康チェックコーナー

・地元小学生によるおおさ源流太鼓、銭太鼓

・千屋牛肉うどん早食い大会

■問い合わせ先

　風のまちづくり協議会大佐ふるさとまつり実

　行委員会（大佐支局内）������

��������	��������	

　木臼による餅

つき（飛び入り

参加可）のほか、

ヤマメの塩焼き

などの地元特産

物を販売します。

　みなさんのご

来場をお待ちし

ています。

■日時

　��月�日�
　�����������
■場所

　三室総合案内所（神郷油野三室地区）

■内容

・餅つき　��：��　（一般参加可）

・餅まき　��：��

11月2日�～11月4日�まで地元特産物販売

■問い合わせ先

　三室観光組合　������

　神郷支局　������

　焼物の原点である縄

文野焼きは、窯を使わず

に天と地、太陽・風・

火の力で焼き上げる感

動の体験です。

　当日は、陶芸教室生

が作り、丹念に縄文

文様を施した土器や、

小学生が挑戦した楽しい

縄文ペッカリー、縄文土面、火焔土器など、

多数の作品を焼き上げます。また、縄文体験コー

ナーでは、粘土で小さい作品や石のまが玉作り、

野性味あふれる土器料理の試食などがあります。

縄文野焼きの炎を囲んで、日本人のルーツ縄文の

自然に依拠したこころと技を体感しませんか。

■日時　��月��日�　����������
　　　　※雨天順延

■場所　猪風来美術館（新見市法曽陶芸館）前広場

■問い合わせ先　猪風来美術館　������

���������������� ��������

������������������
��������	
��������	
��������
����������������

�����������������������

・ ・
　宮坂流笠踊りや 幸  月  美  波 歌謡ショーをはじめ、

こう づき み わ

神郷（しんごう）にちなんだ��ｍのジャンボ巻き

寿司など、楽しい催し物がいっぱいです。みなさ

んお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

■日時　��月��日�　����������
■場所　親・子・孫水車（紙の館・水車）
■内容

・��ｍのジャンボ巻き寿司

・宮坂流笠踊り、幸月美波歌謡ショー

・郷土芸能（神郷太鼓、備中神楽、餅まきなど）

・ビンゴゲーム大会

■主催　神郷イベント実行委員会

■問い合わせ先

　阿哲商工会　������

　神郷支局　������
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○
日
時　

　
　

月
�
日
�　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

��

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

○
場
所　

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

水
墨
画
、
書
道
、
生
花
、
絵
画
、
写
真
、　

　

菊
花
展
、
生
徒
児
童
園
児
作
品
展
な
ど

※
特
別
展
「
水
墨
画
展
」

○
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

○
場
所　

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

神
楽
、太
鼓
、コ
ー
ラ
ス
、民
謡
、吟
詠
、　

　

銭
太
鼓
、日
本
舞
踊
な
ど

○
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
多
町
文
化
協
会　

�
�
�
�
�
�

○
日
時

　
　

月
�
日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

　
　

月　

日
�
〜　

日
�　

�
時
〜　

時

��

��

��

��

○
場
所　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

○
内
容

・
作
品
展
示

　

絵
画
、短
歌
、写
真
、工
芸
、華
道
な
ど

・
芸
能
発
表

　
　

月　

日
�　
　

時
〜

��

��

��

　

太
鼓
、ピ
ア
ノ
、コ
ー
ラ
ス
、民
踊
な
ど

※
芸
能
発
表
の
最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会　

　

が
あ
り
ま
す
。

○
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
�

○
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜

��

��

��

○
場
所　

や
ま
び
こ
広
場
神
郷

○
内
容　

・
芸
能
部
門

　

大
正
琴
、日
本
舞
踊
、神
楽
、オ
カ
リ
ナ　

　

演
奏
、尺
八
な
ど

・
展
示
部
門

　

川
柳
、書
道
、水
彩
画
、手
芸
、生
花
な
ど

○
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

神
郷
公
民
館　

�
�
�
�
�
�

○
日
時　
　
　
 

 

　
　

月　

日
�　

�
時　

分
〜　

時　

��

��

��

��

○
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み
学
習
室

○
内
容　
　
　
 

 

・
囲
碁
の
部
（
一
般
戦
、
ジ
ュ
ニ
ア
戦
）

・
将
棋
の
部
（
一
般
戦
）

○
参
加
費

　

小
学
生
・
中
学
生：

�
�
�
円

　

大
人：

� ,
�
�
�
円

※
い
ず
れ
も
軽
食
付

○
申
込
方
法　
 

 

　

月
�
日
�
ま
で
に
、
囲
碁
・
将
棋
部
事

��務
局
（
�
�
�
�
�
�
）
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
文
化
協
会　

�
�
�
�
�
�

��
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�
�
�
�
�
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■日時　��月��日�
��������������������

■場所　哲多支局周辺

　　　　 （男子：６人 24.2�、女子：４人 １２.１�）

■参加資格

いずれも新見市に居住・勤務・通学している人

・高校生の部

・一般の部

・女子の部

（高校生以上の女子。高校生と一般の混成もできます。）

■申込締切　１１月８日�

■申し込み・問い合わせ先

　新見市体育協会事務局 （生涯学習課内） ������

��������	
���

����

��������	��������	

　「たたら製鉄」は、木炭の熱を利用して砂鉄か

ら鉄を得る日本古来の製鉄方法です。

　今では行われることのない「たたら製鉄」です

が、年貢として鉄を納めていた新見の歴史を知る

上で、とても大切な事柄の一つです。

　そんな「たたら製鉄」を学んでみませんか？

■日時

���月��日� ��������月��日������
������

■場所　たたら製鉄操業施設（新見市正田４０７番地）
※自由に見学できます。

■問い合わせ先

　新見庄たたら学習実行委員会事務局／

　生涯学習課文化振興係　������

�����

��

��

�
�
�
�
�
�

��
第　

回　

哲
多
音
楽
芸
能
祭

２１

第　

回　

神
郷
芸
能
文
化
祭

２２

第　

回　

哲
西
町
文
化
祭

２９ �
�
�
�
�
��
��
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�
年
ほ
ど
前
に
、
初
め
て
の
わ

が
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
翌
日
に
父
親
を
亡
く
し
ま
し

た
。
今
ま
で
父
に
任
せ
き
り
だ
っ

た
家
庭
の
こ
と
、
地
域
で
の
役
割
、

さ
ら
に
は
新
米
パ
パ
と
し
て
の
責

任
が
、
一
気
に
自
分
の
上
に
の
し

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
最

も
感
じ
た
の
が
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
や
周
り
の
人
の
温
か

さ
で
し
た
。
亡
く
な
っ
た
父
に
代

わ
り
、
地
域
行
事
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
最
初
は
正
直
面
倒

な
こ
と
を
引
き
受
け
た
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
地
域
の
み
な
さ
ん
の
、
本
気

で
ま
ち
を
盛
り
立
て
て
住
み
や
す

い
ま
ち
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
共
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
大
佐
田
治
部

地
区
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

に
対
す
る
愛
情
が
熱
い
！
熱
す
ぎ

る
！
自
分
の
子
ど
も
を
持
っ
て
、

初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
大
人
た

ち
が
、
全
力
で
子
ど
も
を
喜
ば
せ
、

そ
し
て
自
分
た
ち
も
楽
し
む
。
そ

の
結
果
、
地
域
全
体
が
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
ま
ち
で
こ
れ
か
ら
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
や
周
り
の
人
と

の
絆
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
な
ま

ち
、
新
見
市
で
あ
っ
て
欲
し
い
、

そ
し
て
自
分
た
ち
が
そ
ん
な
ま
ち

に
し
て
い
け
る
よ
う
、
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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 吉  田  直 記   さん �

よし だ なお き

大佐田治部
福祉関係

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
4
年

  
小  
松  
原 　
 
大 
典
   

さ
ん　

こ 

ま
つ 

ば
ら 

だ
い 

す
け

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

兵
庫
県
西
脇
市

兵
庫
県
西
脇
市
））

��������������������	���



������������
�������������

�

�

�

第　

通
���

 林 　 高 �
はやし たか

   さん�

のり

東京都練馬区（出身：新見）

会社員

は
楽
し
み
な
行
事
。

毎
回
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今

で
は
�
歳
の
娘
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
を
運
営
し
、
そ
し
て
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
保
存
会
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
す
！

　

色
々
な
想
い
出
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も

沸
々
と
記
憶
が
甦
る
の
は
、「
土
曜
夜
市
」。
夏
場

に
な
る
と
、
毎
週
土
曜
日
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
の
見
慣
れ
た
昼
間
の

街
並
み
に
変
わ
り
、
色
々
な
出
店
が
賑
や
か
に
並

び
、
お
小
遣
い
を
何
に
使
う
か
吟
味
す
る
た
め
、

興
奮
気
味
に
何
往
復
も
し
ま
し
た
。

　

い
つ
か
ま
た
近
い
う
ち
に
、「
新
見
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
や
「
大
名
行
列
」
に
も
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

在
、
私
は
東
京
で
働
い
て
い
ま
す
。　

歳
で

��

新
見
を
離
れ
、
東
京
暮
ら
し
も　

年
に
な
り

��

ま
し
た
。
仕
事
は
広
告
関
係
で
、
会
社
で
制
作
し

た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
新
見
の
お
茶
の
間
で
も
、

何
本
か
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

帰
省
の
際
は
、
散
歩
で
よ
く
金
谷
橋
に
出
か
け

ま
す
。
金
谷
橋
筋
か
ら
の
ぞ
む
、
独
特
な
岩
肌
の

表
情
が
連
な
る
高
梁
川
の
流
々
と
し
た
川
面
や
、

迫
り
く
る
よ
う
な
緑
の
山
並
み
は
、
い
ま
だ
に
、

帰
省
の
た
び
驚
き
を
お
ぼ
え
、
両
親
の
元
気
な
顔

と
も
ど
も
、
新
見
に
帰
っ
て
き
た
安
心
感
が
湧
い

て
く
る
風
景
で
す
。（
そ
う
い
え
ば
、
上
京
す
る
直

前
に
、
こ
の
�
雰
囲
気
�
を
記
録
し
よ
う
と
、
�

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
抱
え
、
市
内
を
巡
り
歩

い
て
撮
影
し
た
な
…
。）
そ
し
て
、
こ
こ
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
「
に
い
み
子
ど
も
ま
す
釣
り
大
会
」

�
�
�
�
�
�
�
�
	
さ
ん
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It's hard to believe that I have been living in Japan for 
an entire year already. But it's been an amazing 
adventure so far. One of my goals before coming to 
Japan was to learn as much about Japanese culture as 
possible. I think my favorite way to do that is to go to 
festivals. There are an incredible amount of festivals in 
Japan, and the variety within them is astounding. While 
at a festival you get to see special rituals and ceremonies, 
get to try the best local foods, and occasionally get to 
take part in some once in a lifetime experiences.
I have been to some awesome festivals in my time here. 
My first week in Japan I got to attend the Furusato 
Matsuri right here in Niimi, it was a great welcome to 
the city and I got to join in the dancing. I went to the 
Koigakubo festival in Tessei, seeing the traditional way 
of rice planting was very interesting. I saw the Danjiri 
Festival in Kishiwada, it was very exciting to see how 
fast they drove the carts. I got to view the Snow Festival 
in Sapporo, it was very cold but the sculptures were 
fantastic. I watched Yabusame in Tsuwano, another 
great festival and all of the horses they used were from 
right here in Shingo! But so far the most memorable 
festival for me has been the Naked Man Festival in 
Okayama. I participated in this festival and had a blast, it 
was like nothing I had ever done before.
I am looking forward to going to many more unique 
festivals in the future. So if you have any recommenda-
tions for a must-see festival, please let me know!
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　市消防本部は、「救急の日」と「救急医療週間」にち

なんだ行事として、吉備ケーブルテレビ報道・制作

部の 西  岡  憲  史 さん（哲多町田淵）に「一日救急隊長」
にし おか のり ふみ

の委嘱を行いました。　西岡さんは、救急車両に装

備されている救命・救急処置資機材の説明を受けた

後、救急活動の訓練の様子を視察しました。続けて、

サンパーク新見（正田）で、パンフレットなどを配布

し、救急車の正しい利用を市民に呼びかけました。

������
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　市教育委員会は、スポーツ推進委員の指導・協
力のもと、憩いとふれあいの公園屋内ゲートボー
ル場で、「体力・運動能力調査」を行いました。
この調査は、体育・スポーツの指導と行政上の基
礎資料を得ることを目的に、文部科学省が�年に
�度実施しています。
　この日は、約��人が握力や上体起こしなどを行
い、自分の体力や運動能力を確認していました。
　調査は、 ��月��日�にも同じ場所で行われます 。

���������
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　豊永赤馬のピオーネ交流館で、ぶどう狩りとピ
オーネ販売の初日を迎えました。
　この日は、市内外から多くの家族連れが訪れ、
ピオーネを買い求めたり、ピオーネ交流館前にあ
る畑で、ピオーネや瀬戸ジャイアンツなど、いろ
いろな種類のぶどうの収穫を楽しんでいました。
　また、会場では、手打ちうどんやおでんなどの
販売が行われたほか、試食コーナーでは、来場者
がおいしさ抜群のピオーネを堪能していました。

�����������

��������	

����

�／��

　交流ひろば「にこたん」のリニューアルオープ

ンを記念して、新見公立大学の学術交流センター

で、「にいみ子育てカレッジ」シンポジウムが開催

され、市民や大学関係者など、約���人が参加し、

地域との協働による大学の子育て支援について考

えました。シンポジウムに先立ち、交流ひろば

「にこたん」の見学会が行われ、参加者らは、利

用者に配慮した施設に驚いていました。
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　豊永のふれあいセンター満奇で、「豊永ふれあ

い特産品まつり」が開催され、多くの来場者で賑

わいました。

　この日は、ピオーネや地元で採れた新鮮野菜な

どの販売が行われたほか、ピオーネアイスやたか

きび団子汁などの出店もあり、来場者は爽やかな

秋の一日を過ごしていました。

��������	


�������
����

�／��

　まなび広場にいみ大ホールで、「関西フィル

ハーモニー管弦楽団with朱鷺たたらジョイント

コンサート」が開催され、市内外から約���人が来

場しました。

　来場者は、関西を代表するプロオーケストラ

と、新見を拠点として活躍する 篠  笛  奏  者 朱鷺たた
しの ぶえ そう しゃ

らさんが創り出す美しい音楽を堪能しました。

��������	�
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　まなび広場にいみ大ホールで、「学び愛のまち 

にいみ」プロジェクトの教育講演会が開催され、

約�,���人が参加しました。

　脳機能開発分野の第一人者である東北大学の 川 
かわ

 島  隆  太 教授により、「元気な脳で学力アップ！」と
しま りゅう た

題しての講演が行われました。川島教授は、「早

寝・早起き・朝ごはん」の基本的生活習慣の重要

性を脳科学の視点から呼び掛けました。

��������	
�������

　ＪＡ阿新肉用牛指導センターで、第�回新見市

畜産共進会が開催されました。

　市内の畜産農家などから和牛��頭の出品があ

り、部門ごとに優等賞や�等賞などが決定され、

最後にグランドチャンピオンと特別賞が選ばれま

した。

　この日選ばれた��頭は、��月��日�に真庭市で

開催される岡山県畜産共進会に出品されます。
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　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症
状について当番の小児科医または看護師など
が電話で相談に応じるとともに受診などにつ
いて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッシュ
　　　　　　回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子ども
　　　　　　およびその保護者

��
����
����

��������

��：��～��：��井倉運輸�水��月�日

�：��～��：��新見市消防本部
金��月��日

��：��～��：��松陽産業�岡山工場

��：��～��：��新見商工会議所
木��月��日

��：��～��：��サンパーク新見
※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。 
※本人確認ができる物を持参してください。
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生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
静
か
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、
多
く
の
場

合
、
異
常
は
早
く
か
ら
健
診
結
果
に

表
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
検
査
値
の

異
常
は
軽
度
で
あ
っ
て
も
、
放
置
し

て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
進
行

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
も
同
様
で
、
進
行
し

た
段
階
で
初
め
て
症
状
が
出
る
場
合

が
多
く
、
早
期
の
が
ん
で
症
状
が
出

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
検
診
は
、
早
期
が
ん
を
発
見
す

る
の
に
有
効
で
す
。

　

毎
年
必
ず
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診
を

受
け
て
、
早
め
の
生
活
習
慣
病
予
防

と
が
ん
の
早
期
発
見
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

【
Ｈ
さ
ん
】

【
Ｈ
さ
ん
】

　

市
内
の
病
院
で
�
年
間
受
診
し
た
後
、
市
外

の
病
院
で
�
年
受
診
。
今
年
は
再
度
市
内
の
病

院
で
受
診
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
混
雑
す
る
こ
と
も
な
く
、
昼
前
に

は
終
わ
り
ま
し
た
。
検
査
場
所
の
移
動
に
つ
い

て
も
職
員
の
方
に
親
切
に
誘
導
を
し
て
い
た

だ
き
、
戸
惑
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
市
内
と
い
う
こ
と
で
、
朝
早
く
起
き
る

必
要
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
出
か
け
ら
れ
る
の
が

一
番
で
し
ょ
う
か
。
職
員
の
方
の
対
応
も
と
て

も
感
じ
が
よ
く
、
気
持
ち
よ
く
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
の
病
院
で
受
診

す
る
予
定
で
す
。
何
か
あ
れ
ば
、
大
き
い
病
院
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
い
ま
す
。

【
Ｔ
さ
ん
】

　

前
か
ら
市
内
の
病
院

で
受
診
し
て
、
い
ま
ま
で

の
結
果
も
残
っ
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
同
じ
病

院
で
受
け
て
い
ま
す
。
私

と
し
て
は
、
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
で
す
。
遠

く
に
行
か
な
く
て
も
こ
ち

ら
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

検
査
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
脳
ド
ッ
ク
も
同
時

に
受
け
ま
し
た
が
、
昼
に
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

健
診
後
の
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、
満
足
し
て
い

ま
す
。

【
Ｍ
さ
ん
】

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
受

診
し
ま
し
た
。

　

検
査
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み

ま
し
た
。
検
査
後
の
説
明
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
体
調
は
良
好
で
す
が
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、

今
後
も
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係　

�
�
�
�
�
�

���

■問い合わせ先　健康づくり課健康づくり係　������

MRI（磁気共鳴画像診断MRI（磁気共鳴画像診断））装置装置��
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
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�
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�
�
�
�
	


�
�

�

鮮明な画像が得られます。小鮮明な画像が得られます。小
さな脳梗塞なども、はっきりさな脳梗塞なども、はっきり
とらえることができます。とらえることができます。
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���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所　������
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所　������

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所　������
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

��月�日（日）

新見市　新見中央病院  ������
庄原市　細川医院  �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外）  ����������
真庭市　牧原医院（外）  ����������

��月��日（日）

新見市　太田病院  ������
庄原市　東城病院  �����������
真庭市　金田病院（内･外）  ����������
真庭市　片岡医院（内）  ����������

��月��日（月）

新見市　渡辺病院  ������
庄原市　こぶしの里病院  �����������
真庭市　近藤病院（内･外）  ����������
真庭市　吉弘クリニック（内）  ����������

��月��日（日）

新見市　渡辺病院  ������
庄原市　日伝医院  �����������
真庭市　落合病院（内）  ����������
真庭市　金田病院（外）  ����������
真庭市　中井医院（内）  ����������

��月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院  ������
庄原市　東城病院  �����������
真庭市　勝山病院（内･外）  ����������
真庭市　廣恵医院（内･外）  ����������

��月�日（日）

新見市　新見中央病院  ������
庄原市　三上クリニック  �����������
真庭市　中山病院（内･外）  ����������
真庭市　新庄村診療所（内）  ����������

��月�日（月）

新見市　長谷川紀念病院  ������
庄原市　こぶしの里病院  �����������
真庭市　近藤病院（内･外）  ����������
真庭市　杉江医院（内･外）  ����������

����������������������
����������������������

���������	

�����������

平成��年�月生��：��～��：��水��月��日

�����������

����������

井倉・法曽井倉市民センター火��月�日

唐松唐松市民センター
水��月�日

木��月�日

正田・石蟹・長屋

保健福祉センター（金谷）

金��月�日

月��月�日

新見・金谷

火��月�日

水��月�日

木��月��日

金��月��日

火��月��日

健康診査、特定健康診査、肝炎ウイルス検診、結核・肺
がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診

※会場は、保健福祉センター（金谷）です。  
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案内します。

���������	
�
�����������

平成��年��月生��：��～��：��木��月��日

���������	

�����������

平成��年�月生��：��～��：��火��月�日

���������	

�����������

平成��年�月生��：��～��：��水��月�日

※送迎については、地域により送迎車を運行します。　※運行コースや時間、対象地
区のくわしい地区割りについては、検診が近づきましたら広報します。　※その他
詳細については、お配りしている「新見市成人検診ガイドブック」をご覧ください。

�������

����������

新見市全域サンパーク新見
水��月��日

木��月��日

��月��日 乳がん検診、大腸がん検診  
��月��日 乳がん検診、子宮頸がん検診、胃がん検診、
 大腸がん検診  

※乳がん検診・子宮頸がん検診・胃がん検診は予約制ですので、事前に申込みが必要
です。　※受付時間や予約方法などの詳細については、市報�月号をご覧ください。

��������
����������

�：��～��：��千屋市民センター
水��月��日

��：��～��：��菅生市民センター

�：��～��：��豊永市民センター
月��月��日

��：��～��：��草間市民センター

�：��～��：��井倉市民センター
火��月��日

��：��～��：��保健福祉センター（金谷）

�：��～��：��

��：��～��：��
保健福祉センター（金谷）

木��月��日

金��月��日

月��月��日

�：��～��：��

��：��～��：��
新見商工会議所

火��月��日

水��月��日

木��月��日

※検診に使用する器具が、綿棒からブラシへ変更になります。　 ※受付人数を超
えた場合は、午後からの検診や別日をご案内します。　 ※検診会場の混雑を避け
るため、対象地区のくわしい地区割りを決めていますので、後日ご案内します。
（地区割りは目安ですので、都合のよい日に受診してください。）　※その他詳細
については、お配りしている「新見市成人検診ガイドブック」をご覧ください。

��������	
��������
��������	
���������
������

��������
�����������

平成��年�月生��：��～��：��火��月��日

������全日程���������
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�����������

　

一
定
の
面
積
規
模
を
越
え
る

土
地
を
売
買
な
ど
の
取
引
で
取

得
し
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画

法
に
よ
り
、
知
事
へ
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

■
届
出
対
象

土
地
の
権
利
を
売
買
な
ど
の

契
約
に
よ
り
取
得
し
た
人
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

�
都
市
計
画
区
域
で
は
、

　

� , 
　

�
�
�
�
以
上

�
都
市
計
画
区
域
以
外
の
地
域

　

で
は
、

　

�
� ,
�
�
�
�
以
上

■
届
出
期
限

土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
結

ん
だ
日
か
ら
、
契
約
日
を
含

め
て
�
週
間
以
内

■
届
出
先

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役

場
。

届
出
用
紙
は
各
市
町
村
役

場
・
県
民
局
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f

.o
k
a
y
a
m
a
.jp
/p
a
g
e
/3
3
4

3
8
1
.h
tm
l

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
場
合
、
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

�
�
�
�
�
�

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者

や
障
が
い
者
の
雇
用
を
予
定
し

て
い
る
企
業
が
参
加
し
、
就
職

面
接
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

※
受
付　

時
〜

��

■
場
所

朋
友
館

 （ 
新
見
市
高
尾

　
　

�
�
�
�
番
地
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見

　

�
�
�
�
�
�

　

高
年
齢
者
を
積
極
的
に
活
用

す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
助
成

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
高
年
齢
者
活
用
促
進
コ
ー
ス

高
年
齢
者
の
活
用
促
進
の
た

め
の
雇
用
環
境
整
備
の
措
置

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
実
施
に
要
し
た
費
用
の

�
分
の
�
を
支
給
し
ま
す
。

■
高
年
齢
者
労
働
移
動
支
援
コ

　

ー
ス

定
年
を
控
え
た
高
年
齢
者
で
、

そ
の
知
識
経
験
を
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
他
の
企
業
で
の

雇
用
を
希
望
す
る
者
を
、
民

間
の
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹

介
に
よ
り
雇
い
入
れ
る
事
業

主
に
対
し
て
、
�
人
に
つ
き

お
し
ら
せ

　

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

��支
給
要
件
の
く
わ
し
い
内
容

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区

下
石
井
�－

�－

� 
岡
山

第
一
生
命
ビ
ル
�
階
）

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
w
w

w
.je
e
d
.o
r.jp
/

　

新
見
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
で

は
、
特
産
品
の
ピ
オ
ー
ネ
を
始

め
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を

直
売
す
る
「
青
空
市
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

 
（
市
役
所
向
か
い
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
事

　

務
局
（
市
役
所
農
林
課
内
）

　

�
�
�
�
�
�

　
 「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
高

梁
・
新
見
地
域
で
は
、
次
の
と

お
り
開
設
し
、
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　
　

月
�
日
�

��

　
　

時
〜　

時
（
予
約
不
要
）

��

��

■
場
所　

　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

■
相
談
内
容

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

た
電
線
は
、
感
電
の
お
そ
れ
が

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対

に
、
近
づ
い
た
り
、
触
れ
た
り

せ
ず
に
、
す
ぐ
に
中
国
電
力
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
株
式
会
社
岡
山
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の

遺
体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実

習
の
た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で

提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

遺
体
は
、
死
後
、
大
学
に
迎

え
ら
れ
ま
す
。
解
剖
実
習
終
了

後
、
大
学
で
火
葬
し
、
死
後
�

年
か
ら
�
年
半
後
に
遺
骨
を
遺

族
に
お
返
し
し
ま
す
。

　

解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造

を
知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で

す
。
こ
の
大
切
な
学
問
の
た
め

に
、
遺
体
を
寄
贈
す
る
こ
と
は
、

「
良
い
医
師
、
医
療
従
事
者
」

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の

同
意
が
必
要
で
す
の
で
、
十
分

に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

法
務
局
で
取
り
扱
う
全
て
の

事
務
に
関
す
る
も
の

 （
例：

登
記
手
続
、
土
地
の

境
界
問
題
、
遺
言
・
相
続
に

関
す
る
も
の
、
成
年
後
見
制

度
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、

国
籍
の
取
得
・
離
脱
な
ど
に

関
す
る
も
の
、
供
託
手
続
に

関
す
る
も
の
、
い
じ
め
・
Ｄ

Ｖ
・
差
別
・
虐
待
な
ど
の
人

権
問
題
に
関
す
る
も
の
）

■
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁

護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　

�
�
�
�
�－

�
�－

�
�
�
�

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（　

月
・　

月
分
）

��

��

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　
　

月
�
日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　
　

月
�
日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　
 （
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ

�����������

医
学
、
歯
学
の
発
展
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

と
も
し
び
会
（
岡
山
大
学
医

学
部
内
）

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　
　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
�
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体

験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

事
前
研
修
で
は
、
仲
間
作
り
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ

ス
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

※
事
業
に
よ
り
、
体
験
内
容
を

　

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
イ
パ

ン
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
程

　

月　

日
�
〜
平
成　

年
�

��

��

��

月
�
日
�
の
う
ち
�
〜
�
日

間
※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
対
象

小
学
校
�
年
生
〜
高
校
�
年

生
※
事
業
に
よ
り
、
対
象
学
年
が

　

異
な
り
ま
す
。

■
定
員

　

各
グ
ル
ー
プ　

名
��

■
参
加
費

　

万
�
千
円
〜　

万
�
千
円

��

��

予
定

■
申
込
締
切

　

月
�
日
�
（
先
着
順
）

��
■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会

�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w

w
.k
sk
k
.o
r.jp

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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���月��日� ��：��～　図書館フェスティバル（新見）

���月��日� ��：��～　こども映画会（哲西）

���月��日� ��：��～　なんでも雑学おもしろ講座 第�回（新見）

���月��日� ��：��～　なんでも雑学おもしろ講座 第�回（新見）

���月�日� ��：��～　第�回きらめき－箱古本市（仮） 
    （哲西）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� ������  ���������
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� ������  ���������
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 ������  ���������
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 ������  ���������
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� ������  ���������
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� ������  ���������
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�

月
の
休
館
日

��

�
���

土金木水火月日

�����

����������

��������������

��������������

�����������

�������

��������	
�����

　高齢化率が��％を超えた「限界
集落」および「限界自治体」におい
て、行財政や地域コミュニティづくり、
地域福祉の持続可能なあり方が問
われている。とりわけ高齢者の生活
をどのように守り、質を高めていく
かという問題を、「限界集落」という
言葉の発祥の地である高知県の集
落を聞き取り調査しながら検証して
いる。他人ごとではない。わが集落
のこととして考えていきたい一冊だ。

『ある奴隷少女に起こった出来事』
ハリエット・アン・ジェイコブズ／著　大和書房　����年

　�Of course she is not 
handsome at all. But what I know 
of her is that she is a person who 
does handsome.�新島襄は友人に
宛てた手紙の中で、妻の新島八
重をこう紹介したといいます。
2013年NHK大河ドラマの主人公で
ある八重の「ハンサム」な生き様
に魅せられる、歴史ノンフィクショ
ン作品です。

『ハンサムウーマン新島八重』
 鈴  木 　 由  紀  子 ／著　ＮＨＫ出版　����年
すず き ゆ き こ

　アメリカで150年前に出版さ
れた奴隷少女の自伝です。奴
隷として生まれたひとりの少女
が、真の自由とは何かを問い、
あくまでそれを求める人間へと
成長していきます。過酷な状況
の中でも自分自身を尊重し、揺
るがない姿勢を貫くための勇気
を与えられる一冊です。

『限界集落の生活と地域づくり』
 田  中 　きよむ／ほか著　晃洋書房　����年
た なか

　����年以後のアメリカは、効率とコ
スト削減、収益の追及へと舵をとった。
それは公立学校の削減、警察の民営
化と本来すべきはずでないものにまで
及んだ。農業は遺伝子組み換え作物
の規制緩和、抗生物質をたっぷり使用
した工場生産化と食の安全は軽視され
ている。株式会社となったアメリカの姿
を丹念にレポートした書は、ひるがえっ
て我が国のこれからの進路を考える上
でも一読の価値がある。

��
��

『（株）貧困大国アメリカ』
 堤 　 未  果 ／著　　岩波書店　����年
つつみ み か

第��回読書週間　��月��日�～��月�日�

標語 「本と旅する 本を旅する」
読書週間中、図書館ではさまざまな行事を
行います。
どうぞ図書館をご利用ください。
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��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日（ただし、��/���は開館し、
　　　　　翌��/���は休館）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日���/��～��、月曜日（ただし、��/���
　　　　　は開館）

片岡球子（富士）

会
期
▼　

月　

日
�
ま
で

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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〈企画展〉

や
わ
ら
か
に
渦
巻
い
て
花
開
く
縄
文
ス
パ
イ

ラ
ル
文
様
。
ま
た
、
山
土
の
陶
土
に
よ
る
花

器
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
緑
・
赤
・
黒
に
融
け
た
釉

が
地
下
の
マ
グ
マ
の
よ
う
な
力
強
さ
を
醸
す
。

自
然
の
息
吹
と
躍
動
す
る
生
命
の
清
冽
な
フ

ォ
ル
ム
は
、
現
代
に
新
た
な
創
造
の
美
意
識

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
猪
風
来
が
現
代
縄
文

芸
術
運
動
の
旗
手
と
し
て
、
新
し
い
縄
文
の

美
を
提
示
す
る
陶
磁
器
の
縄
文
造
形
作
品　
��

点
を
展
示
。
ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

風
が
走
り
ゆ
れ
る
梢
、
ひ
そ
や
か
に
ふ
く

ら
む
花
の
蕾
、
ゆ
っ
く
り
と
湧
き
上
が
り
空

に
昇
っ
て
ゆ
く
大
地
の
白
い
息
―
―
大
自
然

の
リ
ズ
ム
は
文
様
と
な
っ
て
、
現
代
の
縄
文

の
美
へ
と
結
実
し
ま
す
。
い
に
し
え
の
技
な

る
縄
文
野
焼
き
で
数
多
く
創
作
さ
れ
て
き
た

猪
風
来
流
縄
文
造
形
は
、
新
見
法
曽
の
地
で

復
活
し
た
法
曽
焼
の
技
法
を
え
て
、
陶
磁
器

の
縄
文
造
形
作
品
と
い
う
新
境
地
に
至
り
ま

し
た
。

　

青
白
の
滑
ら
か
な
磁
肌
か
ら
立
ち
の
ぼ
り
、

縄
文
・
草
の
精
霊
�
（
高　
 
�　

青
白
磁
）

��

�
�
�
�
��

会
期
▼　

月
�
日
�
〜　

月
�
日
�
ま
で

��

��

�
���
���
��
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�

ら
ん 

と
う 

か
く

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

ど
も
併
設
さ
れ
、
史
跡
御
番
所
跡
地
に
ふ
さ
わ

し
い
情
緒
豊
か
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
お
り
、
歴

史
と
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
蘭
島
閣
美
術
館
の
日
本
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、 
横  
山  
大  
観 
、 
川  
合  
玉  
堂 

よ
こ 
や
ま 
た
い 
か
ん 

か
わ 

い 

ぎ
ょ
く 
ど
う

を
は
じ
め 
小  
林  
古  
径 
、 
安  
田  
靫  
彦 
、 
前  
田  
青  
邨 

こ 

ば
や
し 

こ 

け
い 

や
す 

だ 

ゆ
き 
ひ
こ 

ま
え 

だ 

せ
い 
そ
ん

ら
の
近
代
日
本
画
か
ら
、 

上  
村  
松  
園 
、 

鏑  
木 

う
え 
む
ら 
し
ょ
う 
え
ん 

か
ぶ
ら 

き

 
清  
方 
、 

伊  
東  
深  
水 
、 

橋  
本  
明  
治 
ら
の
美
人
画
、

き
よ 
た
か 

い 

と
う 
し
ん 
す
い 

は
し 
も
と 
め
い 

じ

 
東  
山  
魁  
夷 
、 
�  
山  
辰  
雄 
、 
奥  
田  
元  
宋 
、 
平  
山  
郁 

ひ
が
し 
や
ま 
か
い 

い 

た
か 
や
ま 
た
つ 

お 

お
く 

だ 

げ
ん 
そ
う 

ひ
ら 
や
ま 
い
く

 
夫 
ら
の
現
代
日
本
画
に
至
る
ま
で
、
日
本
画
史

お上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
巨
匠
た
ち
の
珠
玉

の
名
品　

点
に
、
当
館
所
蔵
の
作
品
も
加
え
、

��

日
本
画
美
の
系
譜
と
そ
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

　

蘭
島
閣
美
術
館
は
広
島
県
安
芸
郡
下
蒲
刈
町

の
町
立
美
術
館
と
し
て
、
平
成
�
（
�
�
�
�
）

年　

月
に
開
館
し
ま
し
た
。
館
名
は
、
同
地
に

��
多
く
自
生
し
て
い
た
春
蘭
の
名
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
美
し
い
松
の
立
ち
並
ぶ
白
い
石
畳
の
道

沿
い
に
建
つ
、
総
ヒ
ノ
キ
造
り
の
和
風
建
築
の

姿
は
、
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

風
光
明
媚
な
瀬
戸
内
の
風
景
と
、
見
事
に
調
和

し
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
品
は
、
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
や
日
本
を

代
表
す
る
美
術
作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
日
本

画
、
油
彩
画
、
版
画
な
ど
約
�
�
�
�
点
を
誇

り
、
中
で
も
、
日
本
近
代
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
充
実
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

に
は
、
別
館
や
三
之
瀬
御
本
陣
芸
術
文
化
館
な
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� � ���� ��� ���

�
��
�

�
��
��
�
����から

����まで

��
第��回日本女子ソフトボール
リーグ � 部 
（アドバンスセクション）
第�節岡山大会
（６日まで、７日予備日）
���：��～��：��
�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係　
　（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係
　（�����）

����
人権・行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�神郷支局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�F図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

��
岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係（�����）

��
紙芝居風 新見歴史講談
���：��～��：��
�御殿町センター
�商工観光課商工観光係
　（�����）

第��回新見庄たたら製鉄
体験学習
���：��～
�たたら製鉄操業施設
�生涯学習課文化振興係（�����）

��
人権・行政・登記・法律相談
���：��～��：��
�おおさ総合センタ－
�大佐支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター 
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）

��

��
お父さん応援プログラム
（お父さん講座）
���：��～��：��
�学術交流センター（公立大学内）
�こども課子育て支援係（�����）

����
献血
���：��～��：��
�新見商工会議所
���：��～��：��
�サンパーク新見
�健康づくり課健康支援係（�����）

�
大井野紅葉まつり
���：��～��：��
�大井野別れ広場周辺
�大佐支局（�����）

������

��
議会報告・意見交換会
���：��～��：��
�井倉市民センター
�哲多総合センター
�熊谷市民センター
�きらめき広場・哲西
�議会事務局（�����）

�
議会報告・意見交換会
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�上市市民センター
�哲多新砥公民館
�神郷公民館新郷分館
�議会事務局（�����）

献血
��：��～��：��
�新見市消防本部
���：��～��：��
�松陽産業�岡山工場
�健康づくり課健康支援係（�����）

出前人権・行政・登記・法律相談
���：��～��：��
�大佐公民館大井野分館
�大佐支局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター2F図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係
　（�����）

献血
��：��～��：��
�大佐支局
���：��～��：��
�Aコープあしん
�健康づくり課健康支援係（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�社会福祉協議会神郷支所（�����）

体力・運動能力調査
���：��～��：��
�憩いとふれあいの公園
�屋内ゲートボール場
�生涯学習課スポーツ振興係（�����）



������������
�������������

���������� ��� � � �

���
平成��年�月議会定例会
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター 
�社会福祉協議会本所（�����）

����
委員会（予備日）
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

������

�����
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

献血
���：��～��：��
�井倉運輸�
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

�
人権・行政相談
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西 
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター 
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�

������
人権・行政・家庭児童・母父子相談
登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
土下座まつり
���：��～
�船川八幡宮ほか
�商工観光課商工観光係
　（�����）

���������

������������
第��回新見庄たたら製鉄
体験学習
�～��：��
�たたら製鉄操業施設
�生涯学習課文化振興係（�����）

�����������
保育サポーター養成講座
��：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

����
にいみクリーンアップEco運動
��：��～�：��
�市内全域
�生涯学習課生涯学習係（�����）

第��回神郷ふるさと祭
��：��～��：��
�日本一の親子孫水車
�神郷支局(�����)

����������

第�回三室峡紅葉まつり
���：��～��：��
�三室総合案内所
�神郷支局（�����）

�����

第��回新見市しんごう湖畔
マラソン大会
���：��～��：��
�神郷温泉周辺
�神郷支局（�����）

大佐ふるさとまつり
��：��～��：��
�おおさ総合センター周辺
�大佐支局（�����）

幼児クラブ交流事業
マスクプレイミュージカル
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�こども課子育て支援係
　（�����)

�
議会報告・意見交換会
���：��～��：��
�神郷公民館坂根分館
�大佐公民館田治部分館
�山村開発センター
�千屋市民センター
�議会事務局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター 
�社会福祉協議会
　哲多支所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター 
�社会福祉協議会本所
　（�����）
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西 
�社会福祉協議会
　哲西支所（�����）

�
議会報告・意見交換会
���：��～��：��
�土橋交流センター
�石蟹ふれあいセンター
�哲西公民館野馳分館
�高尾ふれあいセンター
�議会事務局（�����）

保育サポーター
養成講座
��：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会
　本所（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号   平成��年��月�日 N o.���

★��月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（＋��世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■市県民税　　　３期
■国民健康保険税４期
　（納期限：��月��日）

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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　 メ ル ヘ ン あ ふ れ る ステー

ジを、ご家族そろってお楽

しみください♪

■日時　��月��日�
　　　　 ������
�������������

■場所

　まなび広場にいみ大ホール

■入場料　１席 ２００円（自由席）

　※幼児クラブ会員の人は、１０月１７日�までに、各幼

　　児クラブ会長へお申し込みください。

　※一般の人は、当日券の販売となります。

■問い合わせ先　こども課子育て支援係　��６１１５

��������	
��������

������������

������������������� 　忙しい毎日だけど、子どもとの生活を大切にしたい。

そんなお父さんのための講座です。

■日時

����月��日�　�����������
■場所　学術交流センター（公立大学内）

■講師　ＦＳＮファシリテーター

■入場料　無料

■対象　乳幼児を子育て中のお父さん

■定員　２０名

■申込期限　１０月１２日�

■申し込み・問い合わせ先

　子育てカレッジ交流ひろば

 「にこたん」��０６３４

　こども課子育て支援係　��６１１５
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